
船舶事故調査報告書 

令和８年５月２０日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故種類 乗揚 

発生日時 令和７年６月１９日 ２３時００分頃 

発生場所 徳島県鳴門市撫養
む や

港 

 大磯埼灯台から真方位２９５°１.４海里付近 

 （概位 北緯３４°１１.４′ 東経１３４°３６.９′） 

事故の概要  貨物船にのしまは、船長が着岸操船中、浅瀬に乗り揚げた。 

事故調査の経過 令和７年６月２４日、主管調査官（神戸事務所）を指名 

原因関係者から意見聴取手続実施済 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

貨物船 にのしま、４９９トン 

 １４４６９６、アキ・マリン株式会社（Ａ社） 

 乗組員等に関する情報 船長、四級（航海） 

 負傷者 なし 

 損傷 船底に擦過傷 

 気象・海象 気象：天気 晴れ、風向 北東、風力 １、視界 良好 

海象：海上 平穏、潮汐 上げ潮の末期、潮流 北流約３～４ノット

(kn) 

 事故の経過 本船は、船長ほか６人が乗り組み、鋼製厚板を満載し、兵庫県姫路

港広畑区に向け、千葉県木更津港を出航した。 

船長は、揚げ荷役が３日後となったので、撫養港大塚岸壁（以下

「本件岸壁」という。）に仮着岸をすることとし、海図及び水路誌

で、撫養ノ瀬戸の浅瀬（以下「本件浅所」という。）の位置及び当日

の撫養ノ瀬戸の潮流状況を確認した。 

船長は、撫養ノ瀬を本件岸壁に向けて本船を航行させ、浅瀬を示す

簡易標識灯の東方で本船を左回頭させて着岸態勢を取ろうとした。 

船長は、本船の対地速力を約３kn から約１.５kn に減速し、左舵 

３５°を取り本船を左回頭させていたところ、本船が停止して本件浅

所に乗り揚げたことに気付いた。 

船長は、主機を前後進するなどして、自力で本船の離礁を試みた

が、離礁させることができなかったので、Ａ社に本事故の発生を報告

した。Ａ社は、海上保安庁に本事故を通報した。 

本船は、後日、Ａ社が手配したサルベージ会社のタグボートによっ

て離礁した。 

船長は、約１２～１３年間の船長経験があり、他社所有船を本件岸

壁へ着岸させた経験を多く有していた。 

船長は、本船に乗船してから２週間程度であり、本船での本件岸壁

への着岸操船が初めてであり、本船の浅水域での旋回性能を把握して



おらず、本事故時、漠然と左舵３５°を取った。 

本船の喫水は、船首約３.３０ｍ、船尾約４.７５ｍ、想定していた

進路の水深は約５ｍ、平均喫水が４.０３ｍであり、水深喫水比は、

約１.２となる。 

（付図１ 航行経路図 参照） 

分析 船長は、本船に乗船して２週間程度であり、本件岸壁に着岸するこ

とが初めてであったことから、本船の浅水域での旋回性能を把握して

いなかった。 

このため、船長は、本件岸壁への進入方法を誤り、本船を簡易標識

灯の東方で本船を左回頭させることができなかったものと考えられ

る。 

本船は、本事故時の水深喫水比は約１.２であり、本船が満載状態

であったことから、浅水影響が大きく現れたものと考えられる。 

これらのことから、本船は、本件浅所に乗り揚げたものと考えられ

る。 

原因 本事故は、夜間、船長が、本船の浅水域での旋回性能を把握してい

なかったため、本船を簡易標識灯の東方で左回頭させることができ

ず、本船が本件浅所に乗り揚げたものと考えられる。 

再発防止策  今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

・船長は、自船の浅水域での旋回性能（特に、積載貨物重量による

旋回性能の違い）を十分に把握してから、操船を行うこと。 

 

付図１ 航行経路図 
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